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科学的アプローチの要諦

勘と経験 × データ
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捜査情報のデジタル化、犯罪発生パターン予測、捜査員の最適配置、現場へのリ
アルタイムな情報提供を通して殺人発生数を約85%減。

ニューヨーク市警察局は犯罪データ可視化と予測により犯罪件数を激減

【追尾システム】
16億のライセンス情報を
蓄積し、自動追尾

【被疑者抽出】
市内6000台の
カメラで被疑者を
パターン認識

【犯罪ピンマップ】
リアルタイム⾒える化
で捜査員最適配置

NY市警察局での犯罪抑止の取り組み NY市における殺人発生数

出典：https://www.gc.cuny.edu/Page-Elements/Academics-Research-Centers-Initiatives/Centers-and-Institutes/Center-for-Urban-Research/CUR-research-initiatives/Computer-Crime-Mappinghttp://www.huffingtonpost.com/2013/12/30/new-york-city-murder-rate-2013_n_4520192.htmlhttp://www.computerworld.com/s/article/9230117/NYPD_launches_new_analytics_tool_for_fighting_terror_crime

-85.2 %
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⾼校途中退学率を20.4%から10.6%へ改善。

ニューヨーク市では定量的な学校評価を⽤いた教育改革で
質を改善し、⾼校退学率の減少に成功

出典：Citations for education stats: http://schools.nyc.gov/Accountability/data/GraduationDropoutReports/NYCTraditionalCalc.htm(used Four-Year Longitudinal Graduation and Dropout Reports have been published since 2001 (reporting on the Class of 2000). These reports describe the 4-year outcomes of each graduating class, not seven year follow-up)http://schools.nyc.gov/default.htm

学校評価の概要 4年間の高校退学率

学業成果、成⻑度、学
校環境の集計とレポー

ティング

成果測定

外部の専門評価員によ
る訪問調査による、実

装状況評価

要因の把握
保護者、生徒、教員へ

学習環境に関する
聞き取り調査

インプット

-9.8%
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限られた財源で公共サービスの質を担保

選択 × 集中
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50に上る様々なデータ指標から、セグメントを定義し、効率的に底上げ施策を実施。
ニューヨーク市教育改革における“選択と集中“

効果の80%は20%の施策が導出
（集中して掘るべき範囲）

リーダーパフォーマンス
（低→高）

捨てるべき範囲
20% 80%

パレートの法則

創出
効果

運用最適化とシグナルノイズの本当の意味

脚注：ニューヨーク州政府が課す学術テストスコア、コンプライアンス遵守項目等、50項目以上、全関係政策部署に渡る広範囲なデータ結合処理による
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医療にアクセスできない貧困層（メディケイド受給者）をターゲットして底上げ
ニューヨーク市医療政策局における“選択と集中“

効果の大きな
貧困層（メディケイド）
の診療所をターゲット

アナリティクスによる
予防医療で慢性疾患

の医療費を削減

出典：Citations for DOHMH stats: http://www.thenewyorkworld.com/2013/04/01/doctor-cuts/
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経験と勘に加えた科学的アプローチを！

経験と勘 × データ
＋

選択 × 集中
＝

効率的に⾼品質なサービスを！
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【補⾜資料】
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<補⾜資料>
ビジネスにおける選択と集中の成功例（統計は汎⽤的）

19.6%

80.4%

構成比

拡大拡大拡大拡大

縮小縮小縮小縮小

某企業の売上構成⽐率

更に4/40
で85%
を構成
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真の精度は正解捕捉率（D/B）
というだけでは⽚⼿落ち
対象の絞り込み率（D/A）も１に
近似するほど精度は良い

D/Bが１に近づけば近づく程、
不正を取りこぼす率は減るが、
必ずしも絞り込み率（D/A)が
下がる訳ではない為注意が必要

訴訟のリスク
顧客解約離脱のリスク
顧客ロイヤリティ低下のリスク

全ての
契約者

とりあえず
疑い
取引停止
対象
（陽性）

本当に
不正した
契約者

A

データの真実 注意すべき意味

不正と判定したが
不正でなかった場合
は間違いの取引停止
のため、謝罪！
（偽陽性）

不正を検知し取引
停止！（真陽性） D
本当は不正（偽陰性）

不正なし（真陰性）

B

C
C

D
A

D
B

予測結果

シロの為
取引停止
せず
（陰性）

実際の結果 説明すべき点

E

F

• 意思決定科学においては、オペレーション設計も最適化の重要な要素！

<補⾜資料>
経験と勘＋データを組み合わせた取り組み事例
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<補⾜資料>産業別に特化したアナリティクスサービス提供事例

データ／
テクノロジー

サービスカテゴリ ⾦融サービス
通信・メディア・
ハイテク 製造・流通 素材・エネルギー

公共サービス・
医療健康

� DMP
� データとコンテンツの管理 � 情報統合

� ビジネスインテリジェンス

顧客および
マーケティング
分析

販売とカスタマ
ーサービス分析

オペレーション
分析

不正検知

⼈材管理分析
業界に特化した

分析

� キャンペーン計画
� 顧客セグメンテーション
� 顧客生涯価値分析
� 広告の効果測定
� ⾒込み顧客創出
� 価格設定
� 販売戦略
� 販売エリア-
� 預⾦運用における不正検知
� 保険⾦詐取分析-
� 支払不能リスクと規制の分析

� 顧客対応最適化
� 顧客維持・離反分析
� デジタル消費者分析
� 協業者へのインセンティブ管理
� 営業部門のための分析
� ロジスティクス最適化
� パーツ在庫最適化
� 品質保証分析
� 需給予測(AFS)-
� タレントアナリティクス
� ネットワーク構築・最適化

� 位置情報連動広告配信（O2O）
� 出店計画・商圏分析
� 店舗評価分析
� 営業時間最適化
� 価格設定
� 販売戦略
� 売上予測
� ロジスティクス最適化
� 品質保証
� 在庫最適化(AFS)
� 浪費コスト分析-
� 業務改革-

� 顧客維持離反分析
� ⾒込み案件創出
� プラントの予防保全--
� スマートシティ事業

� キャンペーン分析
� 顧客セグメンテーション
� 顧客生涯価値分析
� お客様相談センター分析 -
� 医療健康領域でのコンプライアンス管理
�犯罪発生予測

�電子医療データ
分析

�教育サービスの
評価/分析

業界横断型ソリ
ューション

� カメラ画像解析による顧客動線情報分析
� アップリフトモデリングを活⽤した回収業務効率化 � ソーシャルメディア・アナリティクス

� アナリティクス研修・技術検証診断サービス
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<補⾜資料>ニューヨーク市警察局 (NYPD) のデータ利活⽤の取り組み
媒体名 概要 ソース

ニューヨーク市
Webサイト

セキュリティ・プライバシー・ガイドライン
� データを⽤いた捜査を⾏うに当たり、市は

データの取得・利活⽤⽅針を明⽰している。
http://www.nyc.gov/html/nypd/downl
oads/pdf/crime_prevention/public_sec
urity_privacy_guidelines.pdf

4

#
NYPDは新しい分析ツールを開発し、テロ・犯
罪対策に活用
� 市中に設置された粒⼦検出器のセンサー
から取得したデータを分析。化学兵器の存
在を検知し、さらに映像により捕捉する。

http://www.computerworld.com/s/art
icle/9230117/NYPD_launches_new_a
nalytics_tool_for_fighting_terror_crim
e

1

NYPDのナンバープレート読取装置はマンハッタ
ン島のすべての⾞両を“完全に”捕捉可能
� 捕捉したデータは3-4千万USDで構築し
たシステムに蓄積され、包括的に表示され
るダッシュボードで確認可能。

http://www.huffingtonpost.com/2013
/03/13/nypd-license-plate-
readers_n_2869627.html

2

NYPDはパトカーに設置されたナンバープレート
⾃動読取装置で⾞泥棒を逮捕
� NYPDによると警察⾞両に設置したナン

バープレート読取装置で盗難⾞2,683台
を発⾒、重⼤犯罪1,000件を解決。

http://nypost.com/2010/07/19/big-
brother-nypd-takes-license-with-car-
thieves/

3
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<補⾜資料>ニューヨーク市におけるその他データ利活⽤の取り組み
媒体名 概要 ソース#

ニューヨーク市におけるマネーボール
� マイケル・フラワー NY市 アナリティクス・ディ
レクターの講演。800万人を超えるNY市
⺠に対して、データサイエンスを通して利便
性の高い公共サービスを提供。

https://www.youtube.com/watch?v=_
M_20UjRvr01

予測モデルは市⺠の税⾦を削減し⽣命も救う
� マイケル・フラワー氏（NY市 アナリティク
ス・ディレクター）へのインタビュー

http://strata.oreilly.com/2012/06/pre
dictive-data-analytics-big-data-
nyc.html

２

オープンデータを超えて：データが市を動かす
� マイケル・フラワー氏のブログ記事

http://beyondtransparency.org/chapte
rs/part-4/beyond-open-data-the-
data-driven-city/

3

NY市は違法アパートの取り締まり⽅針を変更
� NY市消防局は生命を救うため、火災の

危険性のある建造物を⾒つける⽅法を考
案。

http://www.ny1.com/content/news/1
40500/city-renews-crackdown-on-
illegal-apartments

4
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<補⾜資料>引用元参考書籍
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【参考資料】



海外における学校評価とその事例のご紹介
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学校

保護者・子ども

地域市民

（納税者）

現在の学校

行政

（設置者）

目指す学校像

（アウトカム）

リソース投下

（人・モノ・金・情報）

目標管理・実態把握

共通理解獲得

• 学校関係者間の合意の下、求められるアウトカムの達成に学校関係者間の合意の下、求められるアウトカムの達成に学校関係者間の合意の下、求められるアウトカムの達成に学校関係者間の合意の下、求められるアウトカムの達成に

むけ、むけ、むけ、むけ、

有効な量・内容・組み合わせにて、リソースを投下すること有効な量・内容・組み合わせにて、リソースを投下すること有効な量・内容・組み合わせにて、リソースを投下すること有効な量・内容・組み合わせにて、リソースを投下すること

（（（（====リソースマネジメント）リソースマネジメント）リソースマネジメント）リソースマネジメント）

� 目標管理

• 学校に求められるアウトカム（成果）が何かを規定すること

• そのアウトカムが評価できる指標を設定すること

� 実態把握（測定・評価）

• これまでのリソース投下の結果として、求められるアウトカムに

対して現行水準がどのレベルにあるかを把握すること （GAP
の把握）

� 共通理解獲得

• 上記情報を公表し、様々な学校関係者間で共通理解を得

ること

海外における学校評価の位置づけ

海外では、リソースマネジメントにおける「目標管理」「実態把握」「共通理

解獲得」のツールとして、学校評価を活用しています。

海外海外海外海外におけるにおけるにおけるにおける学校評価学校評価学校評価学校評価とはとはとはとは？？？？

～～～～学校評価学校評価学校評価学校評価のののの位置位置位置位置づけづけづけづけ～～～～

• 海外では、海外では、海外では、海外では、

リソースマネジメントのためのツールとして、学校評価を活用リソースマネジメントのためのツールとして、学校評価を活用リソースマネジメントのためのツールとして、学校評価を活用リソースマネジメントのためのツールとして、学校評価を活用

＜前提：設置者による学校マネジメントとは？＞

＜海外における学校評価とは？＞

小 中 高
リソースマネジメント
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学校評価は、その実効性だけでなく、学校及び学校関係者が納得できる評価の

内容・仕組みであることが求められます。

学校評価学校評価学校評価学校評価のののの要件要件要件要件

～～～～学校評価学校評価学校評価学校評価におけるにおけるにおけるにおける行政行政行政行政（（（（設置者設置者設置者設置者））））・ステークホルダーの・ステークホルダーの・ステークホルダーの・ステークホルダーの関心関心関心関心～～～～

� 学校目標に対する妥当性

� 目標達成にむけた経営努

力

� 学校に求められるアウトカム

（成果）と、そのためのKPIが
定義されている

� 目標に対する責任の所在

が明確になっている

� 評価可能な目標・KPIが設

定されている

目標管理目標管理目標管理目標管理

� 評価結果の妥当性が担保

されている

� 現状と目標との差分がわか

る

� 複数学校間で、課題の所

在・支援優先度の識別が

できる

実態把握（測定・評価）実態把握（測定・評価）実態把握（測定・評価）実態把握（測定・評価）

� 簡単に情報取得ができる

� 立場の異なる関係者間で、

共通の捉え方ができる

� どのような立場の人にもわか

りやすく・正しく伝わる

共通理解獲得共通理解獲得共通理解獲得共通理解獲得

� 行政から与えられる目標の

妥当性

� 行政からの目標達成に足り

るリソース・裁量の提供

学校学校学校学校 保護者・子ども保護者・子ども保護者・子ども保護者・子ども

� 税金の使い道に対する

納得感

� 政策・市民の声の

反映

� コストの妥当性

地域市民（納税者）地域市民（納税者）地域市民（納税者）地域市民（納税者）

行政（設置者）の関心

“学校評価の実効性”

ステークホルダーの関心

“学校評価の納得感”

実効性獲得のための仕組みの要件

各ステークホルダーの“納得感”の拠り所
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学校評価の実効性とステークホルダーの納得感を獲得できる学校評価の実装に

おいて、以下に示す７点がポイントとなります。

学校評価学校評価学校評価学校評価のののの要件要件要件要件

～～～～学校評価学校評価学校評価学校評価のののの実効性実効性実効性実効性・・・・納得感納得感納得感納得感のののの獲得獲得獲得獲得のためののためののためののための７７７７つのポイントつのポイントつのポイントつのポイント

地域格差の考慮

• 目標達成水準だけでなく、プロセスを重視した評価
• 学校ごとの地域環境の違いを考慮した評価

体系的・測定可能・比較可能な評価指標

• 目標からのブレイクダウンによって導かれた合目的的な評価指標
• 客観的に測定可能な評価指標

業績評価・校長評価との連動

• 学校経営・運営における、行政・学校管理職の責任の所在の明確化

実態に応じた学校支援の提供

• モニタリング結果に基づき、必要なタイミング・学校に、必要な支援を提供 市内学校共通の情報プラットフォーム

• 各学校の経営情報の集約・見える化のためのインフラ
• 共通フォーマットの採用

多面的かつ客観性のある評価プロセス

• 定量評価に加え、学校関係者の意見もふまえた評価
• 学校経営に精通した専門組織・担当者による評価

校長の裁量の拡大

• 各学校が自主・自律的に学校経営を行うに足る裁量を付与
設計 運用

実行基盤

1

2

3

4

5

6 7
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米国米国米国米国のののの学校評価学校評価学校評価学校評価のののの事例事例事例事例    ～～～～ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市～～～～

「学校評価は、ツールでしかない。あらゆる制度が有効に

機能してこそ、学校経営改善が果たされる。」

前述７つのポイントを全て網羅した、学校評価の

グローバル先進事例

～学校評価とそれを取り巻く各種制度の有機的な組み合わせ～
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国家政策として、州を中心とする国民の学力向上にむけた教育内容や評価のス

タンダードの確立が進められる中、ニューヨーク市では州からの権限委譲を受

け、市独自の教育システムの確立を目指しました。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市におけるにおけるにおけるにおける教育改革実施教育改革実施教育改革実施教育改革実施のののの背景背景背景背景

� 所得格差- マンハッタンを中心に超高所得層が住む一方で、ブルックリン・ブロンクス等、低所得層の割合が多い環境
� 様々な人種が混在- 両親の教育レベルの違い、教育に対する価値観の違い- 英語を母国語としない市民の多さ など
� 州に人事権および予算権が存在。市による教育政策実施の難しさ
� 能力よりも年功重視の組織
� 十分に従事していない教員であっても身分が保証されるシステム（労働組合の発言力の大きさ）

アメリカにおけるアカウンタビリティ強化の動向

� “No Child Left Behind”法の設立（2002年）

� 各州にて教育スタンダードを定め、2014年までに全ての生徒がその基準を達成できることを目指したもの。
� 各州に対して、マイノリティや貧困層を含む全生徒が州の教育スタンダードの達成に近づいていることを示すことを要請。
� また、全ての学校と学区においてスクールレポートカードを作成・公開を要請。

� ニューヨーク州では、NCLB法設立以前から、州の教育スタン

ダードと共に独自のアカウンタビリティのシステムを導入

� NCLB法成立を受け、法に則った形に移行
⇒ 教育スタンダードによって教育内容の基準や到達目標を定める

一方、その目標の到達方法は各学校の自主的な取組に委ね、

その結果を問うアカウンタビリティ政策が採られた

連邦政府

ニューヨーク州

当時のニューヨーク市が抱えていた問題

教育環境格差の大きさ教育環境格差の大きさ教育環境格差の大きさ教育環境格差の大きさ

アカウンタビリティの欠落アカウンタビリティの欠落アカウンタビリティの欠落アカウンタビリティの欠落

教育政策実行に適さない組織構造教育政策実行に適さない組織構造教育政策実行に適さない組織構造教育政策実行に適さない組織構造

2002年に、ニューヨーク市は州からの市内公立学校の統括権限の委譲を受け、
ブルームバーグ市長の下、学校システムの抜本的改善が開始された
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ニューヨーク市が教育改革において目指したことは、納税者・保護者等の学校関係

者に対するアカウンタビリティの確保と、学校の自律的経営改善促進にむけた校長

のリーダーシップ・経営責任強化であったと言えます。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市がががが目指目指目指目指したことしたことしたことしたこと

市民に対するアカウンタビリティの確保市民に対するアカウンタビリティの確保市民に対するアカウンタビリティの確保市民に対するアカウンタビリティの確保

校長のリーダーシップ・経営責任強化校長のリーダーシップ・経営責任強化校長のリーダーシップ・経営責任強化校長のリーダーシップ・経営責任強化

+

• 校長の強いリーダーシップの下、各学校に応じた経営実行により、教育環境格差の是正/教育水準向上を目指した• そのため、校長への人事権・予算権等の委譲と同時に、成果創出に対する責任を負わせた

• 公教育である以上、納税者である市民に対して、税金の使い道とその成果を示すことが大前提
ニューヨーク市が目指したこと（弊社理解） ＜参考＞学校管理においてニューヨーク市が果たす役割

EVALUATE
ENFORCE

CONSEQUENCES
ENABLE

Progress Reports
Grades based on student 

outcomes

Quality Reviews
Scores based on 

performance management 

criteria

School Survey
Parent, teacher, and 

student surveys about 

school environment

Federal and State
Evaluation
Measures of schools’
Adequate Yearly Progress 

and accountability standing

Rewards
Monetary bonuses

Consequences
Restructuring or phase out 

of chronically failing schools

Aligned Mechanisms
City and Cluster 

performance targets, 

Principals’ Performance 
Review and bonuses, 

school-wide teacher 

performance bonuses 

Periodic Assessments
Diagnose and track progress

Office of Achievement
Resources
Hands-on data training through 

collaborative teacher teams

Achievement Reporting
and Innovation System
(ARIS)
Fully integrated knowledge and 

data management

Knowledge Sharing
Support structures and tools for 

collaboration and knowledge 

sharing

W
H

A
T

H
O

W

参考資料：http://schools.nyc.gov/NR/rdonlyres/80C235D0-92E6-4B12-A557-D8E655913A92/0/IntroductiontotheProgressReport2011_03_02.pdf
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ニューヨーク市では、以下に示す４種の学校評価を実施しています。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの学校評価学校評価学校評価学校評価    ①①①①一覧一覧一覧一覧

【レポート名】

【評価内容】

【評価方法】

: Progress Report

:学業成果、学業成長度、学校環境

:定量データの集計

【レポート名】

【評価内容】

【評価方法】

【レポート名】

【評価内容】

【評価方法】

: Quality Review Report

:成果創出の取組み・仕組みの実装状況

:外部の専門評価員による訪問調査

【レポート名】

【評価内容】

【評価方法】

: NYC School Survey Report

:学校・学習環境の状態

:保護者・生徒・教員へのアンケート

Progress Reports Quality Reviews

School Survey
Federal and State

Evaluation

インプットインプットインプットインプット

成果

（市基準）

成果

（国・州基準）

取組み・仕組み

取組み・仕組み

要因の把握要因の把握要因の把握要因の把握

※NCLB法に基づく

: The New York State School 
Report Card

:学業成果、学業成長度、学校基礎情報

:定量データの集計
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Progress Reportでは、全校共通の評価指標を用いて、A～D、Fの5段階にて各学

校を評価した結果を掲載しています。ここでは、とくに生徒の学習成長度を重

視した配点を行っています。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの学校評価学校評価学校評価学校評価    ②②②②Progress Report    （（（（１１１１/３３３３））））

～～～～定量的定量的定量的定量的・プログレス・プログレス・プログレス・プログレス重視重視重視重視のののの評価体系評価体系評価体系評価体系～～～～

School

Environment
15 points

Student

Performance
25 points

Student

Progress
60 points

Additional

Credit
Up to 15 points

� 生徒のテストスコア

• English Language Art

• Math

� 生徒のテストスコアの伸び

• English Language Art

• Math

� 卒業率

� ディプロマ取得率

� 生徒の単位取得累積数

� リージェンツ試験5科目にお

ける平均合格率

� リージェンツ試験の合格率

� 「School Survey」のスコア※次ページにて詳述
� 生徒の出席率

� 称賛に足る、特別支援教

育生徒のテストスコアにおけ

る習熟度・成長率

� 称賛に足る、特別支援教

育生徒の卒業・リージェンツ

試験の成果

� 「School Survey」のスコア※次ページにて詳述
� 生徒の出席率

初等・中等教育 高等教育

Progress Report 評価項目／配点

⇒⇒⇒⇒ 最小限かつ定量評価が可能な指標を採用最小限かつ定量評価が可能な指標を採用最小限かつ定量評価が可能な指標を採用最小限かつ定量評価が可能な指標を採用

参考資料： http://schools.nyc.gov/Accountability/tools/report/default.htm
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School Surveyは、学校の学習環境に関する保護者・生徒・教員へのアンケートに

基づく評価であり、以下の観点から評価されています。この評価結果はProgress 

ReportのSchool Environmentの得点に反映されます。

＜＜＜＜参考参考参考参考＞＞＞＞School Surveyのののの評価指標評価指標評価指標評価指標

教育の期待教育の期待教育の期待教育の期待 （（（（Academic Expectations））））

• 学校が、全力を尽くし、厳しく・意味のある学業成績
を達成するよう、生徒に働きかけているか

学校関係者とのコミュニケーション学校関係者とのコミュニケーション学校関係者とのコミュニケーション学校関係者とのコミュニケーション （（（（Communication））））
• 学校が、効果的に、学校の教育目標や要求に関し
てコミュニティメンバーとコミュニケーションを行うとともに、

各生徒の学習成果について適切なフィードバックを

与えているか

学校関係者の参画学校関係者の参画学校関係者の参画学校関係者の参画 （（（（Engagement））））
• 学校が、生徒・保護者・教員を巻き込み、生徒の学
習促進のためのパートナーシップを築いているか

学習環境の安全性・尊重学習環境の安全性・尊重学習環境の安全性・尊重学習環境の安全性・尊重 （（（（Safety and Respect））））
• 学校が物理的に・精神的に安心できる学習環境を
提供しているか

評価指標／評価内容

School Survey Report

参考資料： http://schools.nyc.gov/Accountability/tools/survey/default.htm
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Progress Reportでは、市内全学校との比較に加えて、学校特性が似ている学校

（ピアグループ）と比較できる形式を取り入れています。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの学校評価学校評価学校評価学校評価    ②②②②Progress Report    （（（（２２２２/３３３３））））

～～～～比較可能比較可能比較可能比較可能なななな形式形式形式形式～～～～

� 市内全学校との比較と同時に、学校特性が似ている学校（ピアグループ

*1
）との比較を実施

⇒ 学校環境の格差が少ない学校同士での比較学校環境の格差が少ない学校同士での比較学校環境の格差が少ない学校同士での比較学校環境の格差が少ない学校同士での比較によって、ある学校の経営状況の良し悪しをより適正に把握することが

可能

Academic Expectations

Communication

Engagement

Safety and Respect

Attendance(5 points)

Survey Scores(10 points)

ピアグループとの比較 市内全学校との比較

*1：児童・生徒の構成が類似し同等のレベルの学校をピアグループとし、最大40校で構成されている。小学校・K-8では、English Language Learnersの割合、障害児童の割合、人種の混在状況、などを基準に、中学校・高等学校では、ELA・Mathのテストスコア、障害児童の割合、などを基準に定めている。

…

参考資料： http://schools.nyc.gov/Accountability/tools/report/default.htm
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市内全学校との相対評価結果よりも、ピアグループピアグループピアグループピアグループ内内内内でのでのでのでの相対評価結果相対評価結果相対評価結果相対評価結果をををを重視重視重視重視

することで、評価の公平性を保っています。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの学校評価学校評価学校評価学校評価    ②②②②Progress Report    （（（（３３３３/３３３３））））

～～～～地域格差地域格差地域格差地域格差をををを考慮考慮考慮考慮したしたしたした配点配点配点配点～～～～

85％
Peer Min

95％
Peer Max

80％
City Min

95％
City Max

50%

67%

90%

50%

67%

例：A小学校の

出席率

ピアグループとの比較

市内全学校との比較

A小学校の得点： 2.7 points

= (75%×50% + 25%×67%)×5 points

重みづけ指数

• ピアグループとの相対評価結果を75％でカウント

• 市内全学校との相対評価結果を25%でカウント

� ピアグループとの相対評価を重視ピアグループとの相対評価を重視ピアグループとの相対評価を重視ピアグループとの相対評価を重視

Progress Reportにおけるスコアリングの考え方

出席率の配点

参考資料： http://schools.nyc.gov/Accountability/tools/report/default.htm
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Quality Reviewは、成果創出にむけた学校の取組み・仕組みの実装状況の評価で

す。評価項目ごとに詳細な評価基準が規定されており、評価員を問わず、同じ

基準・見方で評価がなされるように設計されています。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの学校評価学校評価学校評価学校評価    ③③③③Quality Review    （（（（１１１１/２２２２））））

～～～～学校学校学校学校のののの行動行動行動行動・・・・仕組仕組仕組仕組みにおけるみにおけるみにおけるみにおける改善点改善点改善点改善点のののの把握把握把握把握～～～～

Quality Statement Quality Review Report （一部）

教育と組織の一貫性教育と組織の一貫性教育と組織の一貫性教育と組織の一貫性

• 学校は、カリキュラム・指導・組織的意思決定が一貫した、生徒の学習支援のための戦略を有している①①①①

データ収集・分析データ収集・分析データ収集・分析データ収集・分析

• 学校のリーダーとファカルティは、時系列で学校や生徒の成長・向上を理解するために、生徒の学習成果に関する情報の収集・分析・共有を行う②②②②

計画策定・目標設定計画策定・目標設定計画策定・目標設定計画策定・目標設定

• 学校のリーダーとファカルティは、コミュニティを巻き込むとともに、生徒の学習向上にむけた高い目標を設定し、その達成状況を監視するために、データを活用する③③③③

能力開発との連携能力開発との連携能力開発との連携能力開発との連携

• 学校は、学校の目標達成と、生徒の学びと感情的要求に対して、リーダーシップ開発と組織的な協働を連携させる④④④④

モニタリング・改正モニタリング・改正モニタリング・改正モニタリング・改正

• 学校は、生徒の学習向上にむけた目標達成のために、年間を通じたモニタリングとプログレス評価、そして、柔軟な計画・実行の仕組みを有している⑤⑤⑤⑤
� Quality Statementに紐づいて評価項目を設定。

� 各項目について4段階で評価。

� 4段階評価の基準についても、細かく規定。参考： http://schools.nyc.gov/Accountability/tools/review/default.htm

凡例 UD: Underdeveloped  D: Developing  P: Proficient  WD: Well Developed
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専門の評価員（ベテランの教育者等）が２～３日学校を訪問し、校長・教員・

生徒・保護者等との対話を通じて評価が行われます。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの学校評価学校評価学校評価学校評価    ③③③③Quality Review    （（（（２２２２/２２２２））））

～～～～専門評価員専門評価員専門評価員専門評価員によるによるによるによる評価評価評価評価～～～～

Quality Reviewの流れ

� 専用の自己評価シートを活用し、校長自ら

評価

� 評価員は学校を訪問し（2～3日）、校長・教

員・生徒・保護者らとの対話を通じて評価

� その際、自己評価シートや各種学校データを

活用

� 学校訪問後、約8週間で、各学校にQuality 
Review Reportのドラフトが届く

� 校長はレポート内容を確認し、5営業費以内

に担当部署にレポートの適正さについて報告

� 各学校のQuality Review Reportがホーム

ページ上で公開

事前の自己評価

評価員の学校訪問

校長によるレポート内容確認

レポートの一般公開

専門評価員による学校訪問時のレビュースケジュール（サンプル）

参考： http://schools.nyc.gov/Accountability/tools/review/default.htm

2日目1日目

Quality Review レビュースケジュール

保護者との会合

生徒との会合

校長とのフォローアップ

教室訪問

自由時間

評価

教員との会合

校長との最終打合せ

フィードバック

8:30 – 9:00

10:30 – 11:00

8:00 – 8:30

9:00 – 10:30

12:00 – 12:30

1:30 – 2:30

11:00 – 12:00

12:30 – 1:30

2:30 – 3:15

校長との会合

自由時間

校長による学校施設案内

教室訪問

生徒との会合

教員との会合

結果報告

8:30 – 10:30

12:30 – 1:00

8:00 – 8:30

10:30 – 12:30

2:00 – 2:30

1:00 – 2:00

2:30 – 3:00

※学校規模に応じて、2日または3日訪問
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校長評価では、学校評価の結果を反映した指標を採用しています。校長評価と学校

評価の連動により、校長に対し学校経営改善に対する強い動機付けを生み出してい

ます。

ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの学校評価学校評価学校評価学校評価    ④④④④校長校長校長校長のののの評価指標評価指標評価指標評価指標

～～～～学校評価学校評価学校評価学校評価とととと連動連動連動連動したしたしたした校長評価校長評価校長評価校長評価～～～～

校長の評価指標

①①①①Goals and Objectives

• 最大5つのゴールを定め、各ゴールについて、各ゴールの達成有無が測定可能な目標測定可能な目標測定可能な目標測定可能な目標を校長自身が定義
• その達成有無を評価

②②②②Progress Report / Quality Review 
Score

• 各学校評価の結果 ⇒ 学校評価との連動学校評価との連動学校評価との連動学校評価との連動
③③③③Special Education

• 地域・保護者の高い関心のひとつが特別支援教育
• 特別支援教育における教育やその支援の充足状況を評価

④④④④English Language Learners

• ニューヨーク市には様々な人種の生徒がおり、必ずしもネイティブ同等の英語力があるわけではない
• 英語習得段階の生徒に対しても、適切な教育を提供できているかを評価

⑤⑤⑤⑤Compliance with Legal Mandates / 
Key DOE Policies Sub-Total

• コンプライアンスや、市の教育方針の遵守状況を評価Compliance with Legal Mandates/Key DOE Policies Sub-Total10%

C. Compliance with Legal Mandates/Key DOE Policies

The Language Assessment Battery-Revised (LAB-R) was administered to 
all students whose home language is not English? 

English 
Language 
Learners

IEP teams made recommendations, to the extent appropriate, for services 
in the least restrictive environment, including maintaining the student in his 
or her current school?

Special education evaluations are conducted within legally mandated 
timeframes: initial referrals are completed within sixty (60) calendar days of 
the receipt of parental consent; re-evaluations are completed within sixty 
(60) calendar days of receipt of the referral; annual reviews of special 
education students are conducted as required.

Individualized Education Plan (IEP) mandated related and support services 
and SETSS were provided in a timely manner, and the first attend data was 
recorded into the computerized tracking system.

Special 
Education

5%

B. Attention to Populations with Particular Needs

Results of the school’s Quality 
Review:Quality Review Score (22%)

Results of the school’s Progress 
Report:Progress Report (32%)

Did the principal meet his/her Goals 
and Objectives?Goals and Objectives (31%)

ActivityArea

85%

A. Academic Performance

①

②

③

④

⑤参考：Principal Performance Review: 2010-2011, http://www.csa-nyc.org/sites/default/files/PPR%202010-11%20FINAL%20DRAFT.pdf
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ニューヨーク市の全公立学校は、Children First Networkより各種支援を受けてい
ます。その他、著しくパフォーマンスの低い学校や、地域的な課題を抱える学

校に対しては、市教育庁より、より手厚い支援が提供されます。

学校支援体制学校支援体制学校支援体制学校支援体制    ①①①①ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク市市市市のののの公立学校公立学校公立学校公立学校にににに対対対対するするするする学校支援学校支援学校支援学校支援

～～～～課題課題課題課題をををを抱抱抱抱えるえるえるえる学校学校学校学校にににに対対対対するするするする重点支援重点支援重点支援重点支援～～～～

� 教育・学校運営支援の専門組織である、

Children First Network（以下、CFN）が、ニューヨー
ク市内の公立学校を支援。＜支援内容＞ ※次ページにて詳述

� 各種ベストプラクティスの紹介
� 特別支援対象の生徒の教育対策の助言
� リソース配分・時間配分の判断における助言
� 個人指導・少人数指導・放課後指導の支援
� 新教育政策導入支援
� その他、各種学校運営サポート

� CFNは市内に複数存在。支援内容・方法はCFNに
よって異なる。

� 各学校の実態に応じて、利用するCFNを校長が選
択。

� CFNの支援組織の存在により、校長・教員らが、教
育により専念することが可能

全学校に対する支援全学校に対する支援全学校に対する支援全学校に対する支援

� 地域的な課題を抱える学校に対して、行政が重点的

に支援

� ニューヨーク市独自の一定のロジックに基づき、重点支

援対象学校を特定

貧困家庭の生徒

が多い学校

英語以外の母国語の

生徒が多い学校

� 予算配分の調整

� 支援プログラムの重点配備

- 無料の朝食・昼食の

提供

- ELL教員の無料補充

- 施設整備補助 など

� 英語以外の母国語プログラ

ムの整備 など

行政による支援内容（例）

課題を抱える学校に対する支援課題を抱える学校に対する支援課題を抱える学校に対する支援課題を抱える学校に対する支援

ニューヨーク市の公立学校に対する学校支援（一例）

参考： http://schools.nyc.gov/Offices/CFN/default.htm




